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2022年度第4回国際連携タスクフォース 議事録




　
 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2023年2月13日（月）13:30～15:00
２．開催場所　：　オンライン会議（ZOOM）
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員　　清友　大造
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　徳　　正芳
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　奥山　千穂
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　兼子　邦彦
　一般社団法人SCCCリアルタイム経営推進協議会
特別会員　　遠城　秀和　　ITコンサルタント
幹事会員　　斉藤　孝平　　株式会社NTTデータ経営研究所
幹事会員　　香坂　真人　　株式会社JSOL
幹事会員　　野原　一八　　株式会社JSOL

幹事会員　　柳　　紀夫 　 日本電気株式会社
幹事会員　　藤森　英明 　 日本電気株式会社
正　会員　　木村　拓也　　富士通Japan株式会社
正　会員　　惣代　和明　　NECソリューションイノベータ株式会社
賛助会員　　鈴木　耀夫　　NPO法人観光情報流通機構
賛助会員　　帆足　弘治　　一般財団法人建設業振興基金
オブザーバ　橋本　崇　　　日本銀行決済機構局

事 務 局　　菅又　久直　　一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会  
出席者16名
４．議事概要　
2022年度第4回国際連携タスクフォース会議は、以下の議事を行った。
（資料：国際連携2022-4-01第4回国際連携タスクフォース会議議事次第）
４－１．第3回国際連携タスクフォース議事録確認
　事務局菅又より、第3回国際連携タスクフォース議事録案の説明が行われ、それを確認した。 
（資料：国際連携2022-4-02 第3回国際連携タスクフォース議事録（案））
４－２．ebMoUマネージメント会議報告
　事務局菅又より、本年1月17日-18日にハイブリッド形式で行われた第44回MoU/MG(IEC-ISO-ITU-UNECE MOU ON E-BUSINESS MANAGEMENT GROUP）会議の議事録の説明が行われた。
（資料：国際連携2022-4-03 第44回 ebMoU/MG 会議報告）
４－３．2023年A版共通辞書サブミッション
　事務局菅又より、1月16日の第4回業界横断EDIタスクフォースで審議されたCCL23Aへのサブミッション案につき説明が行われ、特に異論はなく了承された。
（資料：国際連携2022-4-04 2023年A版共通辞書サブミッション）
４－４．トレードファイナンス・プロジェクト
事務局菅又より、SIPSが受託（MRI経由再委託）した経済産業省の2022年度貿易デジタル化／トレードファイナンス・タスクフォースのマッピング作業結果、及び2023年度のトレードファイナンス・プロジェクト提案の説明が行われ、それに基づく質疑応答が行われた。
（資料：国際連携2022-4-05 トレードファイナンス・プロジェクト）
【報告事項】
· 貿易金融分野ではBL（船荷証券）など現状の制度上、紙の受渡しが義務付けられているものがあり、電子による情報交換は限定的である。また、電子化されているメッセージは、国連CEFACT ebXML、EDIFACT、またSWIFT標準と異なる標準で作られており、貿易金融分野での電子的な情報交換を難しくしている。
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· 以上の様な背景のもと、経済産業省の貿易デジタル化推進事業が行われ、SIPSは当該事業の中でマッピングの試行作業を受託した。

· マッピング作業は①商社の実データのebXMLメッセージへのマッピング、②異なる業務分野間（商流・物流・金流）のマッピング、及び③異なるシンタックス間（EDIFACT、ebXMLとSWIFT）のマッピングを行い、更に貿易業務の一部（購買契約、請求書、信用状、船荷証券）につきサンプルデータによるXMLインスタンスを作って情報連携の検証を行った。
· 次年度は、貿易金融分野で情報連携を可能にするトレードファイナンス参照データモデルを国連CEFACTの場で実現するための活動を、経済産業省の関係事業の一部として提案する予定である。

【質疑応答】

· 本年度の事業（マッピング）で、異なる業務領域間でデータ連携が可能であることが検証されたことを評価する。
(異なるシンタックス間（例：SWIFTとebXML）の変換手法について見当がついており、ツール化したいと思っている

· 貿易のように多国間に渡る情報連携では単にIT化するだけでは役に立たず、条約等を含む国際ルールの確立が必要である。例えば、紙の船荷証券による貨物の引渡ルールがあるが、電子化した場合の引渡し手順をどうするのか等の検討が必要である。
(本年度の経済産業省の作業部会でも、電子船荷証券の法制度化や国際間でのルール確立の課題は挙げられたが、誰がどこで検討し推進するのかは定かではない。

· データ辞書や利用ツールなどは、GitHubで公開されているのか？

(一部の業務領域では、CCLベースのAPIツールをGitHubに掲載している。

(オープン化は必要であるが、GitHubに登録しただけでは活用されない。どう広めるかが課題である。
(一部にはGitHubより、デジュールとしての権威付けとして国連CEFACTドメインから公開してほしいとの意見もある。

４－５．SIPS 2023年度活動計画提案

  参加した委員及びオブザーバーに、2023年度のSIPS活動についての要望が問われ、以下の意見が出された。
【2023年度SIPS活動テーマ提言】
· 国内では欧州のGAIA-Xに対応するDATA-EXが進められているが、この動きとの連動を考慮する必要がある。

· 国連CEFACTで進められているブロックチェーンをベースとしたTextile（繊維）分野のトレーサビリティの様なプロジェクトを調査してみてはどうか。

· 一昨年から始めている企業間システム協同メカニズムを進めたい。

· 海外市場からの購入の支払につき、多様な決済方法を高度化したい。
· 現在、原産地証明書の電子化プロジェクトを進めているので、トレードファイナンス・プロジェクトに貢献できるかも知れない。また、トレードファイナンスではSWIFTの協力を求める必要があろう。

· 現在、電子交渉について普及活動を行っており、新バージョンの検討は次の段階となろう。

· 旅行分野ではAPIの実用化を目指して検討を進めているが、SIPSの活動にも役立つと考える。

· トレードファイナンスに関して、SWIFTには検討を行うグループが設立されているが、現在、活動は活発ではない。SWIFTへの提案・協業の必要があればコンタクトすることはできる。

· TC68では、貿易金融における銀行保証全サイクルを包含したAPIリソースの策定プロジェクトが動き始めている。プロジェクトに興味のある方はご連絡いただきたい。
(以上の提言はSIPS幹事会に持ち込み、次年度SIPS活動計画策定の参考意見とさせていただく。
４－６．今後の予定
＊AFACTフォーラム：3月30日（高雄）
＊第40回 国連CEFACTフォーラム：5月8日～12日（ジュネーブ）

以 上
　
資料：


国際連携2022-4-01　第4回国際連携タスクフォース議事次第
国際連携2022-4-02　第3回国際連携タスクフォース議事録（案）
国際連携2022-4-03　第44回 ebMoU/MG 会議報告
国際連携2022-4-04  2023年A版共通辞書サブミッション

国際連携2022-4-05　トレードファイナンス・プロジェクト
国際連携2022-4-06  SIPS 2022年度国際連携TF活動計画
国際連携2022-4-参考（１）AFACTフォーラム議事次第
国際連携2022-4-参考（２）国連CEFACTビューロー会議議事次第
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